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(57)【要約】
【課題】検査開始時の煩雑な入力操作をなくし手順を簡
略化した超音波診断装置を提供する。
【解決手段】検査対象の患者データを記憶する患者デー
タ記憶部４と、検査対象の患者データの一覧と、検査の
順番と、検査経過とを記憶する患者データ一覧記憶部９
１と、患者データ一覧記憶部に記憶された検査経過に応
じ検査対象の患者データを前記患者データ記憶部に記憶
させる検査対象管理部９２とを有する患者データ管理部
９とを備え、超音波検査の終了時に、検査対象管理部が
患者データ一覧記憶部から次の検査対象の患者データを
取得し、前記患者データ記憶部に記憶させる。また、検
査の開始もしくは終了に伴い形態が変化する機構部の形
態の変化を検知する検知部１０を備え、前記機構部の形
態の変化に応じ、超音波検査を開始もしくは終了する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受信する送受信部と受信した超音波を基に画像データを生成する画像生成部
とを含む超音波検査部と、検査中もしくは次の検査対象の患者データを記憶する患者デー
タ記憶部と、前記画像生成部が生成した画像データを前記患者データと関連付ける検査デ
ータ生成手段と、前記超音波検査部を制御する制御部とを備えた超音波診断装置であって
、
　予定された検査対象の患者データの一覧と、検査の順番と、検査経過とを記憶する患者
データ一覧記憶部と、前記患者データ一覧記憶部に記憶された検査経過に応じ検査対象の
患者データを前記患者データ一覧記憶部から取得し、前記患者データ記憶部に記憶させる
検査対象管理部とを有する患者データ管理部とを備え、
　超音波検査の終了を示す検査終了通知を受けたときに、前記患者データ一覧記憶部が検
査経過を更新するとともに、前記検査対象管理部が前記患者データ一覧記憶部から次の順
番に該当する検査対象の患者データを取得し、前記患者データ記憶部に更新し記憶させる
ことを特徴とした超音波診断装置。
【請求項２】
　前記制御部が、超音波検査の開始を示す検査開始通知を受けたときに、前記患者データ
記憶部に次の順番に該当する検査対象の患者データが記憶されていることを確認し、前記
超音波検査部を起動するとともに、
　前記患者データ管理部は、前記検査経過を更新することを特徴とした請求項１に記載の
超音波診断装置。
【請求項３】
　検査対象者の個々の位置に搬送可能な構造であって、検査の開始又は終了に伴って形態
の変化する機構部と、前記機構部の形態の変化を検知し、前記検査終了通知又は前記検査
開始通知を出力する検知部とを備えたことを特徴とした請求項１又は請求項２に記載の超
音波診断装置。
【請求項４】
　前記検査対象管理部が、前記患者データ記憶部に患者データを更新させる時に、次の検
査対象の患者データが、前記検査対象の患者データの一覧に存在しない場合に、仮の患者
識別情報を生成し、仮の患者データとして前記患者データ記憶部に記憶させることを特徴
とした請求項１乃至請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記患者データ一覧記憶部に記憶された、予定された検査対象の患者データの一覧を表
示部に表示させる表示制御部を備えたことを特徴とした請求項１乃至請求項４に記載の超
音波診断装置。
【請求項６】
　サーバから新しい患者データの一覧と、新しい検査の順番とを含む入力データとを受信
し、前記患者データ管理部に入力するとともに、前記患者データ管理部から検査が完了し
た患者の患者データを、ネットワークを介して外部に出力する入出力インタフェースを更
に備え、
　前記患者データ管理部が、先に記憶された患者データ一覧及び検査の順番に替えて、前
記サーバから入力された前記入力データに含まれる新しい患者データの一覧及び新しい検
査の順番を前記患者データ一覧記憶部に記憶するとともに、前記入力データを受け、前記
検査対象管理部が、前記患者データ一覧記憶部に記憶された検査経過を基に、次の検査対
象の患者データを特定し、前記患者データ記憶部に記憶させることを特徴とした請求項１
乃至請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記入力データが、少なくとも急患が発生したことを通知する通知情報を含み、前記患
者データ管理部が、サーバから受信した前記新しい患者データの一覧と前記新しい検査の
順番を記憶するときに、前記表示制御部を介し表示部に表示させることを特徴とする請求
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項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記患者データ管理部から前記通知情報を取得し、外部の報知手段に出力し報知させる
報知指示手段を更に備えたことを特徴とする請求項７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　ネットワーク上のサーバで、検査装置の検査対象となる患者の一覧及び検査の順番と検
査対象となる各患者の検査の実施状況を管理する検査スケジュール管理方法であって、
　あらかじめ、検査装置の検査対象となる患者データに、検査の実施状況を示す検査経過
を付加したうえで、検査を実施する順番に並べ患者データ一覧を作成し、前記患者データ
一覧を記憶するデータ記憶手段に記憶するとともに、前記患者データ一覧を前記検査装置
に配信する段階と、
　前記検査装置が検査を開始もしくは終了した場合に、前記検査装置から送信される検査
経過を受信する段階と、
　受信した前記検査経過を基に、前記データ記憶部に記憶された患者データ一覧内の前記
各患者データに付加された検査経過を更新する段階とを備えていることを特徴とする検査
スケジュール管理方法。
【請求項１０】
　ネットワーク上のサーバで、検査装置の検査対象となる患者の一覧に、新たに検査対象
となる患者を追加し検査の順番を更新する検査スケジュール管理方法であって、
　あらかじめ、検査装置の検査対象となる患者データに、検査の実施状況を示す検査経過
を付加したうえで、検査を実施する順番に並べ患者データ一覧を作成し、前記患者データ
一覧を記憶するデータ記憶手段に記憶するとともに、前記患者データ一覧を前記検査装置
に配信する段階と
　前記検査装置の検査スケジュールに、新たに検査対象となる患者を追加する場合に、
　前記検査装置に検査経過の送信を依頼する段階と、
　前記依頼に伴い前記検査装置から送信される検査経過を受信する段階と、
　受信した前記検査経過をもとに、前記データ記憶部に記憶された患者データ一覧内の前
記各患者データに付加された検査経過を更新する段階と、
　前記検査経過を管理する情報が更新された患者データ一覧に、検査対象となる患者デー
タを新しく追加したうえで、検査の順番を変更することで、患者データ一覧を更新する段
階と、
　更新した患者データ一覧を前記検査装置に配信する段階とを備えていることを特徴とす
る検査スケジュール管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に超音波を送信し、そのエコー信号に基づいて医用画像を形成する超
音波診断装置に関し、特に、複数の患者に対し、あらかじめ決められた順番で逐次検査を
実施可能な超音波診断装置に関するものである。また、可搬型の超音波診断装置のように
、超音波検査の開始又は終了する場合に所定の形態に変形する機構部を有する超音波診断
装置に関するものである。また、超音波診断装置による検査における、検査対象患者及び
検査のスケジュール管理の技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年の超音波診断装置においては、アプリケーションプログラムに基づいて実行される
様々な機能が搭載されており、装置の電源を投入してから全てのプログラムを起動させる
までに比較的長い時間が掛かり、装置の起動や再起動の時間が長くなる等、装置の起動時
間が問題視されていた。
【０００３】
　また、検査を開始するにあたり、患者識別用の情報を事前に登録する必要があるなど、
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検査開始までの手順が複雑であり、迅速性が要求される緊急検査において、検査を速やか
に開始できないという問題も指摘されていた。
【０００４】
　超音波画像診断は、急患等に対する緊急検査に用いられることも多く、また、可搬型の
超音波診断装置も普及していることから、上記のように、起動に長時間を要することや、
検査開始までの手順が複雑であることは、多くの医療現場で問題視されていた。
【０００５】
　これら問題を解決する方法として、超音波診断装置の起動時に必要なアプリケーション
のみを起動することで起動時間を短縮し、さらに、起動時に仮の患者識別情報を生成し正
規の患者データとみなして動作することで、超音波検査を開始時に事前に患者データを入
力せずに超音波検査を開始できるようにする技術が特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２１８２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、超音波検査開始までの手順が、装置起動後に「患者登録ボタンを押し、
患者情報を入力し、検査開始ボタンを押す」と煩雑であり、特許文献１に記載の発明によ
り、仮の患者データで開始することで、入力の手間を省いた場合においても、装置起動後
に「患者登録ボタンを押し、エマージェンシーモード（仮の患者データを入力するモード
）を立ち上げ、検査開始ボタンを押す」という手順を踏む必要がある。
【０００８】
　特に可搬性を重視したコンパクトサイズのモバイル超音波診断装置では、ソフトウェア
キーボードを採用していることが多く入力操作に手間がかかり、手順の煩雑さが顕著に表
面化し、速やかな検査開始の阻害につながる場合が多い。そのため、急患発生時等の緊急
を要する場合においては、より簡略かつ少ない操作で検査を開始できる仕組みが重要とな
る。
【０００９】
　また、従来の超音波診断装置において、診断ごとに、患者データの入力、もしくは、仮
の患者データの登録を行っているが、過去に診断実績のある患者の場合は、既にサーバ等
に患者データを管理している場合が多く、診断時の患者データの入力手順が冗長化してい
ると考えられる。
【００１０】
　また、可搬型のモバイル超音波診断装置は、医師が回診時に患者のベットサイドで診断
を行うことも考えられ、その際に急患が発生した場合、医師に急患発生を伝える手段は、
院内放送、携帯電話（ＰＨＳ）、直接連絡に向かう等の手段が用いられている。これに対
し、事象の発生から検査の開始までの手順をより簡素化するために、より確実かつ速やか
に医師に情報を伝達する手段が求められている。
【００１１】
　この発明は上記の問題を解決するものであり、超音波検査を開始する際の煩雑な入力処
理をなくし、検査開始までの手順をより簡略化し速やかに検査を開始することが可能な超
音波診断装置の提供を目的とする。さらに、急患が発生した場合においても、超音波診断
装置の検査スケジュールに急患患者を追加した場合に発生する急患患者のデータ入力やス
ケジュール調整の操作等の煩雑な処理をなくし、急患患者の到着時間や搬入先等の医師へ
の伝達を、人の手を介することなく装置に直接通知することで、急患発生時にも適切に対
処して検査を開始することを可能とする超音波診断装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、超音波を送受信する送受信部と
受信した超音波を基に画像データを生成する画像生成部とを含む超音波検査部と、検査中
もしくは次の検査対象の患者データを記憶する患者データ記憶部と、前記画像生成部が生
成した画像データを前記患者データと関連付ける検査データ生成手段と、前記超音波検査
部を制御する制御部とを備えた超音波診断装置であって、予定された検査対象の患者デー
タの一覧と、検査の順番と、検査経過とを記憶する患者データ一覧記憶部と、前記患者デ
ータ一覧記憶部に記憶された検査経過に応じ検査対象の患者データを前記患者データ一覧
記憶部から取得し、前記患者データ記憶部に記憶させる検査対象管理部とを有する患者デ
ータ管理部とを備え、超音波検査の終了を示す検査終了通知を受けたときに、前記患者デ
ータ一覧記憶部が検査経過を更新するとともに、前記検査対象管理部が前記患者データ一
覧記憶部から次の順番に該当する検査対象の患者データを取得し、前記患者データ記憶部
に更新し記憶させることを特徴とする。
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の超音波診断装置であって、前記制御
部が、超音波検査の開始を示す検査開始通知を受けたときに、前記患者データ記憶部に次
の順番に該当する検査対象の患者データが記憶されていることを確認し、前記超音波検査
部を起動するとともに、前記患者データ管理部は、前記検査経過を更新することを特徴と
する。
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の超音波診断装置であっ
て、検査対象者の個々の位置に搬送可能な構造であって、検査の開始又は終了に伴って形
態の変化する機構部と、前記機構部の形態の変化を検知し、前記検査終了通知又は前記検
査開始通知を出力する検知部とを備えたことを特徴とする。
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１乃至請求項３に記載の超音波診断装置であっ
て、前記検査対象管理部が、前記患者データ記憶部に患者データを更新させる時に、次の
検査対象の患者データが、前記検査対象の患者データの一覧に存在しない場合に、仮の患
者識別情報を生成し、仮の患者データとして前記患者データ記憶部に記憶させることを特
徴とする。
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１乃至請求項４に記載の超音波診断装置であっ
て、前記患者データ一覧記憶部に記憶された、予定された検査対象の患者データの一覧を
表示部に表示させる表示制御部を備えたことを特徴とする。
　また、請求項６に記載の発明は、請求項１乃至請求項５に記載の超音波診断装置であっ
て、サーバから新しい患者データの一覧と、新しい検査の順番とを含む入力データとを受
信し、前記患者データ管理部に入力するとともに、前記患者データ管理部から検査が完了
した患者の患者データを、ネットワークを介して外部に出力する入出力インタフェースを
更に備え、前記患者データ管理部が、先に記憶された患者データ一覧及び検査の順番に替
えて、前記サーバから入力された前記入力データに含まれる新しい患者データの一覧及び
新しい検査の順番を前記患者データ一覧記憶部に記憶するとともに、前記入力データを受
け、前記検査対象管理部が、前記患者データ一覧記憶部に記憶された検査経過を基に、次
の検査対象の患者データを特定し、前記患者データ記憶部に記憶させることを特徴とする
。
　また、請求項７に記載の発明は、請求項６に記載の超音波診断装置であって、前記入力
データが、少なくとも急患が発生したことを通知する通知情報を含み、前記患者データ管
理部が、サーバから受信した前記新しい患者データの一覧と前記新しい検査の順番を記憶
するときに、前記表示制御部を介し表示部に表示させることを特徴とする。
　また、請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の超音波診断装置であって、前記患者
データ管理部から前記通知情報を取得し、外部の報知手段に出力し報知させる報知指示手
段を更に備えたことを特徴とする。
　また、請求項９に記載の発明は、ネットワーク上のサーバで、検査装置の検査対象とな
る患者の一覧及び検査の順番と検査対象となる各患者の検査の実施状況を管理する検査ス
ケジュール管理方法であって、あらかじめ、検査装置の検査対象となる患者データに、検
査の実施状況を示す検査経過を付加したうえで、検査を実施する順番に並べ患者データ一
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覧を作成し、データ記憶手段に記憶し、データ記憶手段に記憶された患者データ一覧を前
記検査装置に配信する段階と、前記検査装置が検査を開始もしくは終了した場合に、前記
検査装置から送信される検査経過を受信する段階と、受信した前記検査経過を基に、前記
データ記憶部に記憶された患者データ一覧内の前記各患者データに付加された検査経過を
更新する段階とを備えていることを特徴とする。
　また、請求項１０に記載の発明は、ネットワーク上のサーバで、ネットワーク上のサー
バで、検査装置の検査対象となる患者の一覧に、新たに検査対象となる患者を追加し検査
の順番を更新する検査スケジュール管理方法であって、あらかじめ、検査装置の検査対象
となる患者データに、検査の実施状況を示す検査経過を付加したうえで、検査を実施する
順番に並べ患者データ一覧を作成し、データ記憶手段に記憶し、データ記憶手段に記憶さ
れた患者データ一覧を前記検査装置に配信する段階と、前記検査装置の検査スケジュール
に、新たに検査対象となる患者を追加する場合に、前記検査装置に検査経過の送信を依頼
する段階と、前記依頼に伴い前記検査装置から送信される検査経過を受信する段階と、受
信した前記検査経過をもとに、前記データ記憶部に記憶された患者データ一覧内の前記各
患者データに付加された検査経過を更新する段階と、前記検査経過を管理する情報が更新
された患者データ一覧に、検査対象となる患者データを新しく追加したうえで、検査の順
番を変更することで、患者データ一覧を更新する段階と、更新した患者データ一覧を前記
検査装置に配信する段階とを備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、患者データを管理するサーバ上で診断の順番を設定した患者データの
一覧を超音波診断装置内に事前に取り込み、超音波検査を開始する前に、あらかじめ、次
の検査対象の患者データを読込んでおくことで、患者データの入力操作や、エマージェン
シーモードの立上げ操作を行う必要がなくなり、検査開始までの手順が簡略化されるため
速やかに検査を開始することが可能となる。
【００１４】
　また、検査を開始もしくは終了する場合に形態が変化する機構部を持たせ、該機構部が
検査を開始もしくは終了する場合の形態に変化したことを検知し、操作者が超音波検査を
開始もしくは終了する際に行う操作を、該機構部の形態変化に連動して超音波診断装置自
体に実行させる。例えば、ノート型パソコンのような形態のポータブル超音波診断装置の
場合は、操作者がラップトップを開けた場合には超音波検査の開始する際に行う操作を、
操作者がラップトップを閉めた場合には超音波検査を終了する際に行う操作を超音波診断
装置に実行させる。これにより、操作者は煩雑な操作を行うことなく速やかに超音波検査
を開始もしくは終了することが可能となる。
【００１５】
　さらに、急患が発生した場合には、急患患者の到着時間や搬送先等の情報を、超音波診
断装置の画面上に表示し確実に通知するとともに、サーバ上で急患患者も含め検査対象の
患者データ一覧を更新し、超音波診断装置に配信することで、超音波診断装置を操作する
医師が、急患発生に伴う患者データの修正や検査順番の変更を実施する必要がなくなり、
急患等の緊急を要する場合にも、急患患者の超音波検査を適切に対処して開始することが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明の実施形態に係る超音波診断装置の機能ブロック図である。
【図２】この発明の実施形態に係る超音波診断装置と患者情報を管理するサーバとの動作
を示すフローチャートである。
【図３】駆動部の駆動により超音波診断装置の起動又は停止させる動作を示すフローチャ
ートである。
【図４】超音波画像診断装置の検査を開始する場合の形態の例を示す模式図である。（ａ
）は開閉するタイプの例である。（ｂ）はスライドするタイプの例である。
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【図５】超音波画像診断装置の検査を終了する場合の形態の例を示す模式図である。（ａ
）は開閉するタイプの例である。（ｂ）はスライドするタイプの例である。
【図６】検査経過を管理するための患者データ一覧を示すデータ構造の例である。
【図７】第１の動作態様に係る超音波診断装置の処理を示すシーケンス図であり、（ａ）
は検査を終了する場合の処理シーケンスを示したものであり、（ｂ）は検査を開始する場
合の処理シーケンスを示したものである。
【図８】超音波検査を終了する場合における、患者データ管理サーバと超音波診断装置と
の間の検査経過の同期処理を示すシーケンス図に、各状態でのサーバ及び超音波診断装置
上の患者データの推移を表した図である。
【図９】超音波検査を開始する場合における、患者データ管理サーバと超音波診断装置と
の間の検査経過の同期処理を示すシーケンス図に、各状態での患者データ管理サーバ及び
超音波診断装置上の患者データの推移を表した図である。
【図１０】検査経過を通知する場合に送信する情報のデータ構造の例である。
【図１１】患者データの表示や入力及び編集を行う画面の例である。
【図１２】急患発生時の患者データ一覧の更新に関する動作を示すフローチャートである
。
【図１３】急患発生を通知する通知情報受信時の画面表示例である。
【図１４】急患発生時における、サーバ操作者の操作と患者データ管理サーバと超音波診
断装置との間の処理の関係を示すシーケンス図に、各状態でのサーバ及び超音波診断装置
上の患者データの推移を表した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　（構成）
　この発明の実施形態に係る超音波診断装置について図１を参照して説明する。図１はこ
の発明の第１実施形態に係る超音波診断装置を示す機能ブロック図である。
【００１８】
　超音波検査部２は、プローブ２１と、送受信部２２と、信号処理部２３と、画像生成部
２４により構成されており、電気信号を供給して超音波を発生させて被検体に送り、被検
体から戻ってきたエコー信号を処理し、信号処理後のデータを、空間座標に基づいた座標
系のデータに変換することで画像を生成する。
【００１９】
　プローブ２１は、複数の超音波振動子が所定方向（走査方向）に１列に配置された１次
元アレイプローブ、又は、複数の超音波振動子が２次元的に配置された２次元アレイプロ
ーブが用いられる。また、超音波振動子が所定方向（走査方向）に配列され、超音波振動
子を走査方向に直行する方向（振動方向）に機械的に揺動可能な１次元アレイプローブを
用いても良い。
【００２０】
　送受信部２２は、送信部と受信部とを備え、プローブ２１に電気信号を供給して超音波
を発生させて被検体に送り、プローブ２１が被検体から戻ってきたエコー信号を受信する
。
【００２１】
　送受信部２２の送信部は、図示しないクロック発生回路、送信遅延回路、及びパルサ回
路を備えている。送信遅延回路は、超音波の送信時に遅延を掛けて送信フォーカスを実施
する回路である。パルサ回路は、チャンネルの数分のパルサを内蔵し、遅延が掛けられた
送信タイミングで駆動パルスを発生し、プローブ２１の各超音波振動子に供給するように
なっている。
【００２２】
　送受信部２２の受信部は、プリアンプ回路、Ａ／Ｄ変換回路、及び受信遅延・加算回路
を備えている。プリアンプ回路は、プローブ２１の各超音波振動子から出力されるエコー
信号を受信チャンネルごとに増幅する。Ａ／Ｄ変換回路は、増幅されたエコー信号をＡ／
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Ｄ変換する。受信遅延・加算回路は、Ａ／Ｄ変換後のエコー信号に対して受信指向性を決
定するのに必要な遅延時間を与え、加算する。その加算により、受信指向性に応じた方向
からの反射成分が強調される。なお、この送受信部２２によって加算処理された信号を「
ＲＦデータ（生データ）」と称する場合がある。送受信部２２は、ＲＦデータを信号処理
部２３に出力する。
【００２３】
　信号処理部２３は、Ｂモード処理部やＣＦＭ（Ｃｏｌｏｒ Ｆｌｏｗ Ｍａｐｐｉｎｇ）
処理部などを備えて構成されている。Ｂモード処理部は、エコーの振幅情報の映像化を行
う。具体的には、Ｂモード処理部は送受信部２２から出力された受信信号に対してバンド
パスフィルタ処理を行い、その後、出力信号の包絡線を検波し、検波されたデータに対し
て対数変換による圧縮処理を施す。また、ＣＦＭ処理部は、動いている血流情報の映像化
を行う。血流情報には、速度、分散、パワー等の情報があり、血流情報は２値化情報とし
て得られる。
【００２４】
　画像生成部２４は、走査線信号列で表される信号処理後のデータを、空間座標に基づい
た座標系のデータに変換する（デジタルスキャンコンバージョン）。例えば、画像生成部
２４は、Ｂモード処理部から出力された信号処理後のデータに対してスキャンコンバージ
ョン処理を施すことで、被検体の組織形状を表すＢモード画像データを生成する。そして
、画像生成部２４は、Ｂモード画像データなどの超音波画像データを画像データ記憶部３
に出力する。
【００２５】
　また、ボリュームスキャンが行なわれている場合、画像生成部２４は、信号処理部２３
からボリュームデータを受け、そのボリュームデータにボリュームレンダリングを行うこ
とで３次元画像データを生成するようにしても良い。さらに、画像生成部２４は、ボリュ
ームデータにＭＰＲ処理（Ｍｕｌｔｉ Ｐｌａｎｎａｒ Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）
を施すことにより、ＭＰＲ画像データ（任意断面の画像データ）を生成するようにしても
良い。そして、画像生成部２４は、３次元画像データやＭＰＲ画像データなどの超音波画
像データを画像データ記憶部３に出力する。
【００２６】
　画像生成部２４によって生成されたＢモード画像データや３次元画像データなどの超音
波画像データは、画像データ記憶部３に記憶される。
【００２７】
　検査データ生成手段５は、後述する患者データ記憶部４に記憶された患者データ内と、
画像データ記憶部３に記憶された超音波画像データとを関連付ける。このとき、前記患者
データ内に前記超音波画像データを記憶してもよく、また、ハイパーリンク等の仕組みを
利用し前記患者データ内部に前記超音波画像データの格納先を埋め込んでもよい。検査デ
ータ生成手段５で関連付けられた患者データ及び超音波画像データは、後述する表示制御
部６を介して表示部７１に表示される。
【００２８】
　制御部８は、ユーザインタフェース７の操作部７２からの操作者からの操作を受け、前
記超音波検査部２の起動及び停止を制御する。例えば、操作者が操作部７２を用いて超音
波検査の終了を指示すると、制御部８は超音波検査部２を停止し休止状態にするとともに
、後述する患者データ管理部９に超音波検査の終了を通知する。操作者が操作部７２を用
いて超音波検査の開始を指示した場合は、患者データ管理部９に検査を開始可能な状態、
例えば既に次の検査対象の患者データが患者データ記憶部４に記憶されているかを確認し
、患者データ管理部９から検査を開始可能となったことを通知されたときに、患者データ
管理部９に超音波検査の開始を通知するとともに、超音波検査部２を起動する。
【００２９】
　また、制御部８は後述する検知部１０からの、超音波検査の開始もしくは終了の指示に
対しても、操作部７２から操作者の操作を受けた場合と同様に動作する。つまり、検知部
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１０から、超音波検査の終了の指示を受けると、制御部８は超音波検査部２の起動状態を
確認し、超音波検査部２が起動している場合は、超音波検査部２を停止し休止状態にする
とともに、後述する患者データ管理部９に超音波検査の終了を通知する。また、検知部１
０から、超音波検査の開始の指示を受けると、制御部８は超音波検査部２の起動状態を確
認し、超音波検査部２が停止している場合は、患者データ管理部９に超音波検査の開始を
通知するとともに、超音波検査部２を起動する。
【００３０】
　検知部１０は、検査を開始する場合もしくは検査を終了する場合に形態が変化する機構
部（図示しない）の形態変化を検知するセンサ、もしくは、機構部の形態変化に伴い動作
するスイッチを備え、該機構部が検査を開始もしくは終了する場合の形態に変化したこと
を検知する。検知部１０は、該機構部が検査を開始する場合の形態に変化したことを検知
した場合は制御部８に超音波検査の開始を通知し、検査を終了する場合の形態に変化した
ことを検知した場合は制御部８に超音波検査の終了を指示する。
【００３１】
　ここで、機構部の形態変化について図４及び図５を参照しながら例をあげて説明する。
図４は機構部を検査開始の形態に変化させた場合の例であり、図５は機構部を検査終了の
形態に変化させた場合の例である。
【００３２】
　ノート型のパソコンのようにラップトップを開け閉めするタイプの超音波検査装置の場
合を例に説明すると、検知部１０は、図４の（ａ）のようにラップトップ部分を開く動作
を検知した場合に超音波検査の開始を、図５の（ａ）のようにラップトップ部分を閉じる
動作を検知した場合に超音波検査の終了を制御部８に通知する。また、図４の（ｂ）や図
５の（ｂ）のように液晶部分をスライドさせて開閉するタイプの超音波診断装置にも応用
可能である。
【００３３】
　上記で説明した機構部の形態変化を検知し超音波検査を開始もしくは終了する機能（以
降、「検知機能」と呼ぶ場合がある）は、操作部７２から操作者が操作し設定を変更する
ことで、該検知機能の使用もしくは未使用を選択的に切り替えることが可能である。上記
は検知機能を使用する設定とした場合の動作を説明したものであり、検知機能を未使用に
設定した場合は、機構部が超音波検査の開始もしくは終了する場合の形態に変化しても、
制御部８への超音波検査の開始もしくは終了の指示を抑止する。
【００３４】
　患者データ管理サーバ１５は、患者データを管理し、検査の開始前に超音波診断装置１
に検査対象の患者データの一覧（以降、「患者データ一覧」と呼ぶ場合がある）及び検査
の順番を示す情報（以降、「検査の順番」と呼ぶ場合がある）を配信する。
【００３５】
　ここで、図６を参照しながら、患者データ一覧及び検査の順番を示すデータの例につい
て説明する。図６では患者データを検査の順番に並べることで検査の順番の情報を持たせ
たうえで患者データ一覧としている。患者データ一覧を構成する患者データには、患者識
別子、氏名、性別等の患者の情報が含まれるが、本発明では少なくとも各患者を識別する
患者識別子を含む必要がある。
【００３６】
　また、各患者データが、検査の実施状況、つまり、検査未実施であるか、検査中である
か、既に検査が完了しているかを示す情報を検査経過として保持するとともに、検査中も
しくは次の検査対象の患者が患者データ一覧のどの位置（順番）に設定されているかを判
別する位置情報（以降、「検査対象カーソル」と呼ぶ場合がある）を、例えばカーソルや
インデックス等の手段を用いて管理する。
【００３７】
　図６に示す例では各状態のパラメータとして、検査未実施の状態を「検査未」、検査中
の状態を「検査中」、既に検査が完了している状態を「検査済」として示している。なお
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、各状態のパラメータは、各状態を区別できれば良く、図６の例で示した「検査未」、「
検査中」、「検査済」に限るものではないため、例えば各状態を記号や通番、アルファベ
ット等で表現してもよい。
【００３８】
　また急患発生時には、急患患者の到着時間や搬送先等の急患に関する情報等の操作者へ
通知する情報（以降、「通知情報」と呼ぶ場合がある）を超音波診断装置１に配信すると
ともに、患者データ管理サーバ１５の操作部（図示しない）を介し、サーバ操作者から検
査対象として追加された急患患者の情報と追加された急患患者を含めた新しい検査の順番
を示す情報を取得し、該急患患者の患者データを作成し追加することで患者データ一覧を
更新し、更新後の新しい患者データ一覧及び検査の順番を超音波診断装置１に配信する。
例えば、患者データを検査の順番に並べることで患者データ一覧としている場合、急患患
者の患者データを追加した後、該急患患者の患者データも含めたうえで新しい検査の順番
に患者データを並べ替えることで、患者データ一覧を及び検査の順番を更新する。
【００３９】
　入出力インタフェース１１は、患者データ一覧、検査の順番、及び、通知情報を、ネッ
トワークを介して外部から受信し、後述する患者データ管理部９に送信するとともに、患
者データ管理部９から検査が完了した患者データ一覧を取得し、ネットワークを介して外
部のサーバに送信する。
【００４０】
　患者データ管理部９は、患者データ一覧と、検査の順番と、検査経過とを記憶する患者
データ一覧記憶部９１と、患者データ管理部９からの指示に従い、患者データ一覧記憶部
９１から次の検査対象の患者データを取得し、患者データ記憶部４に記憶させる検査対象
管理部９２により構成され、検査対象の患者データの一覧を管理する。
【００４１】
　患者データ管理部９は、入出力インタフェース１１から操作者への通知情報を受信した
場合、後述する表示制御部６を介し表示部７１に前記通知情報を表示するとともに、外部
の報知手段（図示しない）に放置させるように後述する報知指示手段１２に指示する。ま
た、入出力インタフェース１１から患者データ一覧及び検査の順番を取得した場合、患者
データ一覧記憶部９１に記憶させる。
【００４２】
　また、患者データ管理部９は、検査の開始や終了に伴い、患者データ一覧記憶部９１よ
り検査対象の患者データの検査経過が更新されると、前記検査経過の更新を、入出力イン
タフェース１１を介しネットワークを経由して患者データ管理サーバ１５に通知する。こ
のとき、患者データ管理サーバ１５へ送信する情報として、少なくとも検査経過を更新す
る患者データを識別する情報と、更新後の検査経過の状態とが含まれればよく、図１０に
示すように、例えば、患者識別子と検査経過の対応をテーブルのような形式で表現可能な
データにまとめて送信すればよいし、図６に示すような、患者データ一覧及び検査経過の
データすべてを送信してもよい。
【００４３】
　また、患者データ管理部９は、制御部８から超音波検査の終了が通知されると、患者デ
ータ一覧記憶部９１に後述する検査データ生成手段５から検査が完了した患者データを取
得し記憶させるとともに、検査対象管理部９２に次の検査対象の患者データを患者データ
記憶部４に記憶させるように指示する。
【００４４】
　また、患者データ管理部９は、制御部８から超音波検査が開始可能か否かの確認を受け
ると、患者データ記憶部４に次の検査対象の患者データが記憶されているかを確認し、次
の検査対象の患者データが記憶されている場合に、検査が開始可能であることを制御部８
に通知する。患者データ記憶部４に患者データが記憶されていない場合は、患者データを
患者データ記憶部４に記憶させたとき、例えば、操作者により操作部７２から患者の情報
が入力され、入力された患者の情報から患者データを作成し患者データ記憶部４に記憶さ
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せたときに、制御部８に検査が開始可能であることを通知する。
【００４５】
　患者データ一覧記憶部９１は、患者データ管理部９から取得した患者データ一覧、検査
の順番、及び、検査経過を記憶し、検査の開始や終了に伴い、検査対象の患者データの検
査経過を更新するとともに、検査経過の更新を患者データ管理部９に通知する。
【００４６】
　患者データ一覧記憶部９１は、検査の終了時に、検査を実施していた患者データ、つま
り、検査経過が「検査中」を示している患者データの検査経過を「検査済」に更新し、検
査の順番を参照し検査経過を「検査済」に更新した患者データの次に設定されている検査
経過が「検査未」の患者データに検査対象カーソルを設定し（次の検査対象として特定す
る）、該検査経過の更新を患者データ管理部９に通知する。このとき、患者データ一覧記
憶部９１は、検査対象カーソルが設定された患者データ、つまり、次の検査対象の患者デ
ータを検査対象管理部９２に通知する。
【００４７】
　検査の開始時には、検査対象カーソルが設定されている患者データ、つまり、次の検査
対象の患者データの検査経過を「検査中」に更新し、該検査経過の更新を患者データ管理
部９に通知する。
【００４８】
　患者データ一覧記憶部９１は、患者データ管理部９から新しく更新された患者データ一
覧、及び、検査の順番を取得すると、既に記憶している患者データ一覧を取得した新しい
患者データ一覧に更新する。
【００４９】
　検査対象管理部９２は、患者データ管理部９からの指示に従い、患者データ一覧記憶部
９１から次の検査対象の患者データを受信し患者データ記憶部４に記憶させる。
【００５０】
　この患者でデータを事前に読込む機能（以降、「事前読込み機能」と呼ぶ場合がある）
は、操作部７２から操作者が操作し設定を変更することで、該事前読込み機能の使用もし
くは未使用を選択的に切り替えることが可能である。上記は事前読込み機能を使用する設
定とした場合の動作を説明したものであり、事前読込み機能を未使用に設定した場合は、
従来技術の動作と同様に検査の開始時に、表示制御部６を介し表示部７１に患者データの
入力画面を表示し、操作者に患者データの入力を促す。
【００５１】
　図１１は患者データの表示画面の例である。該事前読込み機能を使用する設定としてい
る場合、操作者が超音波検査の開始に伴う操作を行ったときに、患者データ管理部９は表
示制御部６を介し、図１１の患者データ表示部に次の検査対象の患者データを表示する。
該事前読込み機能を使用しない設定としている場合は、図１１の患者データ表示部の各フ
ィールドを空の状態で表示し操作者に患者情報の入力を促し、操作者が各フィールドに入
力した患者の情報から患者データを生成する。
【００５２】
　また、患者情報事前読込み機能を未使用に設定している状態から使用する設定に変更し
た場合は、患者データ記憶部４に次の検査対象の患者データが記憶されていない場合があ
る。この場合は、患者情報事前読込み機能を使用する設定に変更した時に、患者情報事前
読込み機能をあわせて動作させることで、患者データ記憶部４に次の検査対象の患者デー
タを記憶させる。
【００５３】
　検査対象管理部９２は、例えば、患者データ一覧記憶部９１に記憶された検査経過が、
すべての検査が完了していることを示している場合や、患者データ一覧が空の場合等のよ
うに、次の検査対象の患者データが存在しない場合、後述する仮識別情報生成手段９３か
ら仮の患者識別情報を取得し、それを基に仮の患者データを生成し、次の検査対象の患者
データとして患者データ記憶部４に記憶させる。
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【００５４】
　ここで、仮の患者識別情報は、患者データ内の患者識別情報のフィールドに入力可能な
フォーマットで生成する必要があり、また、既に登録されている患者データに使用されて
いる患者識別情報と重複しないように生成する必要がある。既に使用されている患者識別
情報と重複しないための例としては、患者識別情報内に仮の患者情報であることを示す文
字列を含めたり、正式な患者識別情報と仮の患者識別情報とで使用する文字の範囲を変え
る等（数値とアルファベットで区別する等）の方法で対応できる。
【００５５】
　この仮の患者データを生成し記憶させる機能（以降、「仮患者情報生成機能」と呼ぶ場
合がある）は、操作部７２から操作者が操作し設定を変更することで、該仮患者情報生成
機能の使用もしくは未使用を選択的に切り替えることが可能である。上記は仮患者情報生
成機能を使用する設定とした場合の動作を説明したものであり、仮患者情報生成機能を未
使用に設定した場合は、検査対象管理部９２は仮の患者データの生成は行わない。そのた
め、次の検査対象の患者データが存在しない状態で操作者が超音波検査の開始に伴う操作
を行ったときは、患者データ管理部９が表示制御部６を介し表示部７１に患者データの入
力画面を表示し、操作者に患者データの入力を促す。
【００５６】
　つまり、該仮患者情報生成機能を使用しない設定としている場合は、患者データ管理部
９は表示制御部６を介し、図１１の患者データ表示部の各フィールドを空の状態で表示し
操作者に患者情報の入力を促し、操作者が各フィールドに入力した患者の情報から患者デ
ータを生成する。
【００５７】
　仮識別情報生成手段９３は、検査対象管理部９２からの依頼に応じて、仮の患者識別情
報を生成し検査対象管理部９２に送信する。
【００５８】
　報知指示手段１２は、患者データ管理部９から操作者への通知情報を取得するとともに
、患者データ管理部９からの指示に応じて、外部の報知手段（図示しない）に報知させる
。具体的に説明すると、例えば、患者データ管理部９が通知情報や新しい患者データ一覧
を受信した場合に、バイブレータやランプ等の報知手段に、バイブレータなら振動させる
、ランプなら点滅もしくは点灯させる等により、情報を受信したことを操作者へ報知させ
る。
【００５９】
　表示制御部６は、検査データ生成手段５を介し取得した、画像データ記憶部３に記憶さ
れた画像データと、患者データ記憶部４に記憶された患者データとを、所定のフォーマッ
トに従い、表示部７１に表示させる。
【００６０】
　また、表示制御部６は、患者データ管理部９から前記通知情報を受信すると、該通知情
報の内容、例えば、急患発生時における急患患者の到着予定時刻や到着までの残り時間、
又は、急患患者の搬入先等を、所定のフォーマットで表示部７１に表示させる。通知情報
の表示例を図７に示す。
【００６１】
　また、表示制御部６は、操作部７２からの操作者の操作を受け、患者データ一覧記憶部
９１に記憶された検査対象の患者データの一覧や検査経過を、所定のフォーマットで表示
部７１に表示させる。患者データの一覧や検査経過の表示例は図１１に示すとおりである
。
【００６２】
　（動作）
　次に、この発明の実施形態に係る超音波診断装置１の動作について説明する。
【００６３】
　（第１の動作態様）
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　この発明の実施形態に係る超音波診断装置１の第１の動作態様について図２及び図３を
参照して説明する。図２は、この発明の実施形態に係る超音波診断装置の動作態様を示す
フローチャートである。図３は、この発明の実施形態に係る超音波診断装置において、駆
動部（図示しない）の駆動を検知し、超音波診断装置を起動又は停止させる動作を示すフ
ローチャートである。
【００６４】
　（患者データ管理サーバ：患者データ一覧の登録及び配信）
　　（ステップＳ１０１）
　まず、患者データ管理サーバ１５は、サーバ操作者からの入力操作に従い、検査対象の
患者データの一覧及び検査の順番を作成し記憶部（図示しない）に記憶する。このとき、
患者データを検査の順番に従い並べることで、検査の順番を含むかたちで患者データ一覧
としても良いが、ここでは個別の情報として分けて説明するものとする。
【００６５】
　なお、検査対象の患者データ一覧は、患者データ管理サーバ１５に記憶されている患者
データ群の中から選択し作成することが可能である。また、過去に受信記録が無い等、患
者データ管理サーバ１５に患者データが存在しない場合は、患者データの入力画面を表示
し患者情報の入力を促しても良く、また、仮の患者識別子を使用し仮の患者データを作成
しておき、後から患者情報を入力できるようにしても良い。
【００６６】
　　（ステップＳ１０２）
　患者データ管理サーバ１５は、患者データ一覧及び検査の順番の作成が完了すると、サ
ーバ操作者から入力された超音波診断装置１の操作者への通知情報を超音波診断装置１に
配信する。通知情報が無い場合は、通知情報の配信の処理は行わず次の処理に遷移する。
【００６７】
　　（ステップＳ１０３）
　通知情報の配信後、患者データ管理サーバ１５は作成した患者データ一覧及び検査の順
番を超音波診断装置１に配信する。
【００６８】
　（超音波診断装置：患者データ一覧の登録及び超音波検査の開始）
　　（ステップＳ１１１）
　超音波診断装置１が起動されると、まずは患者データ管理部９が、患者データ管理サー
バ１５からの通知情報及び患者データ一覧の配信待ちの状態となる。
【００６９】
　　（ステップＳ１１２）
　患者データ管理部９は、患者データ管理サーバ１５から通知情報を受信すると、受信し
た通知情報を表示制御部６を介し表示部７１に表示するとともに、報知指示手段１２を介
し報知部（図示しない）に報知させる。
【００７０】
　　（ステップＳ１１３）
　通知情報の受信完了後、患者データ管理部９は、患者データ一覧及び検査の順番を患者
データ管理サーバ１５から受信する。
【００７１】
　　（ステップＳ１１４）
　患者データ管理サーバ１５から受信した患者データ一覧及び検査の順番は、患者データ
一覧記憶部９１に記憶させる。
【００７２】
　　（ステップＳ１１５）
　患者データ一覧記憶部９１が、受信したデータ、つまり、患者データ一覧及び検査の順
番を記憶すると、患者データ管理部９は、検査対象管理部９２に最初の診断対象の患者デ
ータを特定させる。検査対象管理部９２は患者データ管理部９からの指示を受け、患者デ
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ータ一覧記憶部９１に記憶された患者データ一覧及び検査の順番を基に、次の検査対象の
患者データ（以降、「次の患者データ」と呼ぶ場合がある）を特定し、患者データ記憶部
４に記憶させる。
【００７３】
　　（ステップＳ１５１）
　次の患者データが患者データ記憶部４に記憶されると、超音波診断装置１は超音波検査
の開始操作待ち（以降、「検査開始操作待ち」と呼ぶ場合がある）の状態となる。検査開
始操作待ちの状態で、制御部８が超音波検査の開始指示を受けると（図２、Ｃ）、制御部
８は患者データ管理部９に超音波検査の開始を通知するとともに、超音波検査部２を起動
する。
【００７４】
　（超音波診断装置：超音波検査の開始時の動作）
　ここで、図３及び図７の（ｂ）を参照しながら、機構部が検査を開始する場合の形態に
変化したことを検知して超音波検査部２を起動し超音波検査を開始する場合を例に、超音
波検査を開始する場合の動作について説明する。図７の（ｂ）は本動作態様に係る超音波
診断装置の検査を開始する場合の処理を示すシーケンス図である。
【００７５】
　　（ステップＳ３１１）
　操作者が超音波診断装置１を、超音波検査を開始する場合の形態にすることで、機構部
が形態変化を検知するセンサが動作し（図７（ｂ）、指示Ｍ２００）、この機構部の形態
変化を検知部１０が検知することで、超音波検査を開始する場合の処理が動作する。
【００７６】
　　（ステップＳ３１２）
　検知部１０は、機構部の変形つまり形態変化を検知すると、その変形により機構部が検
査を開始する場合の形態に変化したかを確認する。
【００７７】
　　（ステップＳ３１３）
　機構部が検査を開始する場合の形態に変化した場合（ステップＳ３１２、Ｙｅｓ）、制
御部８に超音波検査部２が休止中かを確認する。超音波検査部２が既に起動している場合
（ステップＳ３１４、Ｎｏ）は処理を行わない。超音波検査部２が休止している場合（ス
テップＳ３１４、Ｙｅｓ）、検知部１０は制御部８に対し超音波検査の開始を指示する（
図７（ｂ）、指示Ｍ２０１）。
【００７８】
　　（ステップＳ１５１）
　ここで図２及び図７（ｂ）を参照し、以降の動作について説明する。制御部８は超音波
検査の開始操作待ちの状態のとき、検知部１０から超音波検査の開始指示Ｍ２０１を受け
る。制御部８は検知部１０から超音波検査の開始指示Ｍ２０１を受けると、まず患者デー
タ管理部９に検査対象の患者データの表示を指示（図７（ｂ）、指示Ｍ２０２）し、操作
者からの超音波検査の開始操作待ちとなる。
【００７９】
　患者データ管理部９は、制御部８からの患者データの表示指示Ｍ２０２を受けて、患者
データ一覧記憶部９１に記憶された患者データ一覧から検査対象の患者データを特定し、
該検査対象の患者データを、表示制御部６を介し表示部７１に表示させる（図７（ｂ）、
指示Ｍ２０３、指示Ｍ２０４）。
【００８０】
　操作者は表示部７１に表示された患者データが、次の検査対象の患者データであること
を確認し、検査対象の患者データとして確定し超音波検査を開始する（図７（ｂ）、指示
Ｍ２０５Ａ）。患者データの表示画面の例を図１１に示す。検査対象の患者データと異な
る場合は、あわせて表示される患者データ一覧表示部から、次の患者データを指定するこ
とも可能である。
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【００８１】
　また、操作者による患者データの確定操作をユーザインタフェース７が代行してもよく
、さらに、患者データの確定操作をユーザが行うか、ユーザインタフェース７が代行する
かは、操作者が操作部７２から操作し設定を変更することで、選択的に切り替えられるよ
うにしてもよい。
【００８２】
　患者データの確定操作をユーザインタフェース７が代行する場合は、操作部７２が、前
記次の検査対象の患者データを検査対象の患者データとして確定する（図７（ｂ）、指示
Ｍ２０５Ｂ）。これにより、操作者は患者データの確定操作を行う必要がなくなり、検査
を開始する場合の手順がさらに簡略化される。
【００８３】
　さらに、次の検査対象の患者データが存在しない場合は、例えば、検査が予定されてい
たすべての患者の検査が終了している場合、仮識別情報生成手段９３で生成した仮の患者
識別情報を使用し生成した仮の患者データを表示してもよく、また、患者情報を入力する
画面をこのタイミングで表示し、操作者に患者情報をの入力を促してもよい。
【００８４】
　制御部８は、操作部７２からの操作者による超音波検査の開始操作（図７（ｂ）、指示
Ｍ２０６）を受け、患者データ管理部９に超音波検査部２が起動可能であること、つまり
、患者データ記憶部４に検査対象の患者データが記憶されていることを確認し、検査経過
の更新を指示する（図７（ｂ）、指示Ｍ２０７）。
【００８５】
　　（ステップＳ１１６）
　患者データ管理部９は、制御部からの検査経過の更新指示Ｍ２０７を受け、検査対象管
理部９２に検査対象の患者データの検査経過を検査中に更新させるとともに、入出力イン
タフェース１１を介しネットワークを経由して、患者データ管理サーバ１５に検査経過の
更新を通知する。
【００８６】
　　（ステップＳ１０４）
　患者データ管理サーバ１５は、患者データ管理部９からの検査経過の更新通知を受けて
、患者データ管理サーバ１５に記憶されている患者データ一覧から対象の患者データを特
定し、該検査対象の患者データの検査経過を検査中に更新する。
【００８７】
　（超音波検査を開始する場合の検査経過の同期）
　ここで、超音波検査を開始する場合の超音波診断装置１と患者データ管理サーバ１５と
の間における、検査経過の同期の動作について図９を用いて詳しく説明する。図９は、Ｄ
患者の検査を開始する場合を例に、患者データ管理サーバと超音波診断装置との間の検査
経過の同期処理を示すシーケンス図に、各状態での患者データ管理サーバ及び超音波診断
装置上の検査経過の推移を表した図である。なお、図９内の一覧Ｔ５００～Ｔ５０２は患
者データ管理サーバ１５における患者データ一覧と該患者データ一覧の更新状態を示し、
一覧Ｔ５１０～Ｔ５１２は超音波診断装置１における患者データ一覧と該患者データ一覧
の更新状態を示す。
【００８８】
　Ｄ患者の検査開始前における検査経過を含む患者データについて、患者データ管理サー
バ１５の状態を一覧Ｔ５００に、超音波診断装置１の状態を一覧Ｔ５１０に示す。一覧Ｔ
５００、一覧Ｔ５１０はともにＤ患者の検査経過が、検査未実施を表す検査未を示してい
る。
【００８９】
　　（指示Ｍ５００）
　超音波診断装置１の患者データ管理部９は、操作者からの超音波検査の開始指示を受け
、まず患者データ一覧記憶部９１で管理されている患者データ一覧Ｔ５１０の、Ｄ患者の
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検査経過を検査未から検査中に変更する（図９、一覧Ｔ５１１）。
【００９０】
　　（指示Ｍ５０１）
　次に超音波診断装置１の患者データ管理部９は、患者データ管理サーバにＤ患者の検査
開始を通知する。患者データ管理サーバ１５は、Ｄ患者の検査開始の通知を受けて、患者
データ管理サーバ１５内で管理している患者データ一覧Ｔ５００の、Ｄ患者の検査経過を
検査未から検査中に変更する（図９、一覧Ｔ５０１）。
【００９１】
　　（指示Ｍ５０２）
　患者データ管理サーバ１５は、検査経過の更新が完了すると、検査経過の更新完了を超
音波診断装置１に通知する。超音波診断装置１は、患者データ管理サーバ１５からの検査
経過の更新完了通知を受けて、つまり、患者データ管理サーバ１５と検査経過の同期が取
れたことを確認した後に、検査を開始可能な状態とする。
【００９２】
　なお、ネットワークの異常等の要因により正しく同期が行えない場合は、所定の時間ご
とに該同期処理をリトライする、もしくは、次の同期のタイミング、例えば検査の終了時
もしくは次の検査の開始時まで該同期処理を遅延させる。これにより、検査経過の同期の
完了を待たずに超音波検査の開始に伴う処理を継続し、直ちに検査を開始することが可能
となる。
【００９３】
　　（ステップＳ１５２）
　再度、図２及び図７（ｂ）を参照し、以降の処理を説明する。患者データ管理部９によ
る検査経過の更新が完了すると、制御部８は超音波検査部２を起動し検査を開始可能な状
態とする（図７（ｂ）、指示Ｍ２０８）。超音波検査部２の起動完了後、表示制御部６を
介し表示部７１に起動結果を表示する（図７（ｂ）、指示Ｍ２０９、指示Ｍ２１０）。
【００９４】
　（超音波診断装置：超音波検査の終了時の動作）
　次に、図３及び図７の（ａ）を参照しながら、機構部が検査を終了する場合の形態に変
化したことを検知して超音波検査部２を休止し超音波検査を終了する場合を例に、超音波
検査を終了する場合の動作について説明する。図７の（ａ）は本動作態様に係る超音波診
断装置の検査を終了する場合の処理を示すシーケンス図である。
【００９５】
　　（ステップＳ３１１）
　操作者が超音波診断装置１を、超音波検査を終了する場合の形態にすることで、例えば
、機構部が形態変化を検知するセンサが動作し（図７（ａ）、指示Ｍ１００）、この機構
部の形態変化を検知部１０が検知することで、超音波検査を開始する場合の処理が動作す
る。
【００９６】
　　（ステップＳ３１２）
　検知部１０は機構部の変形つまり形態変化を検知すると、その変形により機構部が検査
を終了する場合の形態に変化したかを確認する。
【００９７】
　　（ステップＳ３１４）
　検知部１０は、機構部が変形により検査を終了する場合の形態に変化したことを確認し
た場合（ステップＳ３１２、Ｎｏ）、制御部８に超音波検査部２が起動中かを確認する。
超音波検査部２が既に休止している場合（ステップＳ３１３、Ｎｏ）は処理を行わない。
超音波検査部２が起動している場合（ステップＳ３１３、Ｙｅｓ）、検知部１０は制御部
８に対し超音波検査の終了を指示する（図７（ａ）、指示Ｍ１０１）。
【００９８】
　　（ステップＳ１５３）
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　ここで図２及び図７（ａ）を参照し、以降の動作について説明する。制御部８は超音波
検査中の状態のとき、検知部１０から超音波検査の終了指示Ｍ１０１を受ける。制御部８
は検知部１０から超音波検査の終了指示Ｍ１０１を受けると、超音波検査部２を停止し休
止状態とする（図７（ａ）、指示Ｍ１０２）とともに、患者データ管理部９に検査経過の
更新を指示する（図７（ａ）、指示Ｍ１０３）。
【００９９】
　　（ステップＳ１１７）
　患者データ管理部９は、制御部８からの検査経過の更新指示Ｍ１０２を受け、まず検査
データ生成手段５から検査結果、つまり、画像データ記憶部３に記憶された画像データと
、患者データ記憶部４に記憶された患者データとを関連付けたデータを取得し患者データ
一覧記憶部９１に記憶する。
【０１００】
　　（ステップＳ１１８）
　次に患者データ管理部９は、患者データ一覧記憶部９１に検査が完了した患者データの
検査経過を検査済に更新させるとともに、入出力インタフェース１１を介しネットワーク
を経由して、患者データ管理サーバ１５に検査経過の更新を通知する。
【０１０１】
　　（ステップＳ１０５）
　患者データ管理サーバ１５は、患者データ管理部９からの検査経過の更新通知を受けて
、患者データ管理サーバ１５に記憶されている患者データ一覧から対象の患者データを特
定し、該検査対象の患者データの検査経過を検査済に更新する。
【０１０２】
　（超音波検査を終了する場合の検査経過の同期）
　ここで、超音波検査を終了する場合の超音波診断装置１と患者データ管理サーバ１５と
の間における、検査経過の同期の動作について図８を用いて詳しく説明する。図８は、Ｃ
患者の検査を終了する場合を例に、患者データ管理サーバと超音波診断装置との間の検査
経過の同期処理を示すシーケンス図に、各状態での患者データ管理サーバ及び超音波診断
装置上の検査経過の推移を表した図である。なお、図８内の一覧Ｔ４００～Ｔ４０２は患
者データ管理サーバ１５における患者データ一覧と該患者データ一覧の更新状態を示し、
一覧Ｔ４１０～Ｔ４１２は超音波診断装置１における患者データ一覧と該患者データ一覧
の更新状態を示す。
【０１０３】
　Ｃ患者の検査終了前における検査経過を含む患者データについて、患者データ管理サー
バ１５の状態を一覧Ｔ４００に、超音波診断装置１の状態を一覧Ｔ４１０に示す。一覧Ｔ
４００、一覧Ｔ４１０はともにＣ患者の検査経過が、検査の実施中を表す検査中を示して
いる。
【０１０４】
　　（指示Ｍ４００）
　超音波診断装置１の制御部８は、操作者からの超音波検査の終了指示を受け、まず前記
で示したとおり、超音波検査部２を停止し（図２、ステップＳ１５３）、超音波検査部２
の停止を受け、患者データ管理部９は検査結果を患者データ一覧記憶部９１に記憶する（
図２、ステップＳ１１７）。その後、患者データ一覧記憶部９１で管理されている患者デ
ータ一覧Ｔ４１０上の、Ｄ患者の検査経過を検査未から検査中に変更する（図８、一覧Ｔ
４１１）。
【０１０５】
　　（指示Ｍ４０１）
　次に超音波診断装置１の患者データ管理部９は、患者データ管理サーバ１５にＣ患者の
検査終了を通知する。患者データ管理サーバ１５は、Ｃ患者の検査終了の通知を受けて、
患者データ管理サーバ１５内で管理している患者データ一覧上の、Ｃ患者の検査経過を検
査中から検査済に変更する（図９、一覧Ｔ４０１）。
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【０１０６】
　　（指示Ｍ４０２）
　患者データ管理サーバ１５は、検査経過の更新が完了すると、検査経過の更新完了を超
音波診断装置１に通知する。超音波診断装置１の患者データ管理部９は、患者データ管理
サーバ１５からの検査経過の更新完了通知を受けて、つまり、患者データ管理サーバ１５
と検査経過の同期が取れたことの確認をもって、検査経過の更新処理を終了する。
【０１０７】
　なお、ネットワークの異常等の要因により正しく同期が行えない場合は、所定の時間ご
とに該同期処理をリトライする、もしくは、次の同期のタイミング、例えば次の検査の開
始時まで該同期処理を遅延させる。
【０１０８】
　　（ステップＳ１１９）
　再度、図２及び図７（ａ）を参照し、以降の処理を説明する。検査経過の更新が完了す
ると、患者データ管理部９は検査対象管理部９２に検査未の検査対象の確認を指示する。
検査対象管理部９２は、検査未の検査対象確認の指示を受け、患者データ一覧記憶部９１
に記憶された患者データ一覧を確認し、検査経過が検査未の患者データが存在するかを確
認する。
【０１０９】
　　（ステップＳ１１５）
　検査経過が検査未の患者データが存在する場合（ステップＳ１１９、Ｎｏ）、次の患者
データを患者データ一覧記憶部９１に記憶された患者データ一覧から特定し、特定した患
者データを患者データ記憶部４にあらかじめ記憶させる。これにより、検査を開始する場
合に患者データの読込み処理を動かす必要がなくなり、検査開始までの時間が短縮される
。
【０１１０】
　　（ステップＳ１２０）
　検査経過が検査未の患者データが存在しない場合、つまり、最終の検査であった場合（
ステップＳ１１９、Ｙｅｓ）、超音波検査の終了が選択されたかを確認する。
【０１１１】
　　（ステップＳ１２１）
　超音波検査を継続する場合（ステップＳ１２０、Ｎｏ）、次の検査対象の患者データを
生成し入力する。検査対象管理部９２は、仮識別情報生成手段９３から仮の患者識別子を
取得し、取得した仮の患者識別子をもとに新しく患者データを生成し次の検査対象の患者
データとする。
【０１１２】
　この仮の患者データを生成し記憶させる機能（仮患者情報生成機能）は、操作部７２か
ら操作者が操作し設定を変更することで、該仮患者情報生成機能の使用もしくは未使用を
選択的に切り替えることが可能である。該仮患者情報生成機能を未使用に設定した場合は
、検査対象管理部９２は仮の患者データの生成を行わない。
【０１１３】
　そのため、次の検査対象の患者データが存在しない状態で操作者が超音波検査の開始に
伴う操作を行った場合は、患者データ管理部９が表示制御部６を介し表示部７１に、患者
データの入力画面、例えば図１１に示す画面の患者データ表示部の各フィールドを空にし
情報を入力可能な画面を表示し、操作者によって入力された患者情報から新しく患者デー
タを生成する。
【０１１４】
　　（ステップＳ１２２）
　超音波検査を終了する場合（ステップＳ１２０、Ｙｅｓ）、患者データ管理部９は検査
が完了した患者データの一覧を患者データ管理サーバ１５に送信し検査を終了する。
【０１１５】
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　　（ステップＳ１０６）
　患者データ管理サーバ１５は、受信した検査が完了した患者データの一覧に、患者デー
タ管理サーバ１５内で管理している患者データを更新する。
【０１１６】
　以上により、検査対象の患者データの一覧と検査の順番を事前に患者データ管理サーバ
１５から取得しておき、検査の開始前、つまり、患者データ一覧の受信時や検査の終了時
に、次の検査対象の患者データをあらかじめ読み込んでおくことで、検査開始前に患者デ
ータの入力等の煩雑な操作をなくし、速やかに超音波診断の開始が可能となる。
【０１１７】
　（第２の動作態様）
　次に、この発明の実施形態に係る超音波診断装置１の第２の動作態様について図２及び
図１２を参照して説明する。図１２は、この発明の実施形態に係る超音波診断装置におい
て、急患等の発生により患者データ一覧及び検査の順番を更新する場合の動作を示すフロ
ーチャートである。
【０１１８】
　（患者データ管理サーバ：患者データ一覧の更新及び配信）
　　（ステップＳ２０１）
　サーバ操作者は、急患患者を登録するために、まず現在の状態、つまり、患者データ一
覧、検査の順番、及び、検査経過の確認の操作を行う。患者データ管理サーバ１５は、サ
ーバ操作者からの現状確認の操作を受けると、まず患者データ管理サーバ１５に記憶され
ている患者データの検査経過を最新に更新するために、超音波診断装置１に検査経過の確
認を行う。
【０１１９】
　　（ステップＳ２１１）
　超音波診断装置１の患者データ管理部９は、患者データ管理サーバ１５からの検査経過
の確認を受け、患者データ一覧記憶部９１で管理している患者データ一覧及び検査経過を
、患者データ管理サーバ１５に通知する。
【０１２０】
　　（ステップＳ２０２）
　患者データ管理サーバ１５は、超音波診断装置１からの患者データ一覧及び検査経過の
通知を基に、患者データ管理サーバ１５に記憶されている患者データの検査経過を更新す
ることで、超音波診断装置１と検査経過の同期をとり、検査経過の同期後、患者データ一
覧及び検査の順番をサーバ操作者に表示する。
【０１２１】
　　（ステップＳ２０３）
　サーバ操作者は、患者データ管理サーバ１５が表示した患者データ一覧及び検査の順番
を基に、急患患者の情報を入力し、検査の順番を調整する。患者データ管理サーバ１５は
、サーバ操作者による急患患者の情報入力を基に、急患患者の患者データを作成する。
【０１２２】
　　（ステップＳ２０４）
　患者データ管理サーバ１５は、急患患者の患者データ作成後、サーバ操作者が調整した
検査の順番を基に、患者データ管理サーバ１５に記憶されている患者データ一覧及び検査
の順番を更新する。
【０１２３】
　　（ステップＳ２０５）
　また、患者データ管理サーバ１５は、サーバ操作者から超音波診断装置１の操作者へ通
知する情報（以降、「通知情報」と呼ぶ場合がある）、例えば、急患患者の到着予定時刻
や搬入先等を、サーバ操作者からの入力をもとに作成し、サーバ操作者による配信指示を
受け、超音波診断装置１に該通知情報を配信する。
【０１２４】
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　なお、本実施形態では、急患患者の患者データの登録操作（ステップＳ２０１からステ
ップＳ２０４）の後に、通知情報の入力及び配信指示の操作（ステップＳ２０５）が行わ
れる場合を例に動作を説明しているが、急患患者の患者データの登録を行う前に、通知情
報の入力及び配信指示を行うことも可能である。この場合、ステップＳ２０５の処理を実
施後に、ステップＳ２０１からステップＳ２０４の処理を実施することとなる。
【０１２５】
　　（ステップＳ２０６）
　患者データ一覧及び検査の順番の更新が完了すると、患者データ管理サーバ１５は、サ
ーバ操作者からの操作に従い、更新した患者データ一覧及び検査の順番を、超音波診断装
置１に配信する。
【０１２６】
　　（超音波診断装置：患者データ一覧の更新）
　　（ステップＳ２１２）
　超音波診断装置１の患者データ管理部９は、ネットワーク及び入出力インタフェース１
１を介し、患者データ管理サーバ１５から通知情報を受信する。
【０１２７】
　　（ステップＳ２１３）
　患者データ管理部９は、患者データ管理サーバ１５から通知情報を受信すると、表示制
御部６に表示部７１への所定のフォーマットでの通知情報の表示を指示するとともに、報
知指示手段１２を介し、報知手段（図示しない）に報知させる。図１３は、表示部７１に
通知情報として、急患患者の「到着予定時刻」、「到着までの残り時間（現在時刻及び到
着予定時刻から算出する）」、「搬入先」を表示した場合の、画面表示例である。
【０１２８】
　　（ステップＳ２１４）
　また、患者データ管理部９は、ネットワーク及び入出力インタフェース１１を介し、患
者データ管理サーバ１５から更新済みの患者データ一覧及び検査の順番を受信すると、患
者データ一覧記憶部９１に、患者データ一覧及び検査の順番の更新を指示する。
【０１２９】
　　（ステップＳ２１５）
　患者データ一覧記憶部９１は、患者データ管理部９から患者データ一覧及び検査の順番
の更新指示を受け、患者データ一覧記憶部９１内で記憶している患者データ一覧及び検査
の順番を、患者データ管理部９から取得した更新済みの患者データ一覧及び検査の順番に
更新する。
【０１３０】
（患者データ一覧更新時の患者データ一覧及び検査経過の同期）
　ここで、超音波検査を開始する場合の超音波診断装置１と患者データ管理サーバ１５と
の間における患者データ一覧及び検査の順番の同期の動作に関し、情報の流れ及びデータ
の状態の推移を、図１４を用いて詳しく説明する。図１４は、データの状態の推移をわか
りやすく説明するために、患者データ管理サーバ１５と超音波診断装置１の間で検査経過
の同期がとれていない場合を例に、検査経過を同期したうえで、急患患者のデータを登録
し、患者データ一覧及び検査の順番を更新する処理のシーケンス図に、各状態での患者デ
ータ管理サーバ及び超音波診断装置上の患者データ一覧の推移を表した図である。なお、
図８内の一覧Ｔ３００～Ｔ３０３は患者データ管理サーバ１５における患者データ一覧と
該患者データ一覧の更新状態を示し、一覧Ｔ３１０～Ｔ３１１は超音波診断装置１におけ
る患者データ一覧と該患者データ一覧の更新状態を示す。
【０１３１】
　　（指示Ｍ３００）
　サーバ操作者は、まず現在の状態を確認するために、患者データ一覧、検査の順番、及
び、検査経過の表示を、患者データ管理サーバ１５に指示する。
【０１３２】
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　この時点での検査経過を含む患者データについて、患者データ管理サーバ１５の状態を
一覧Ｔ３００に、超音波診断装置１の状態を一覧Ｔ３１０に示す。図１４では、一覧Ｔ３
００ではＢ患者が、一覧Ｔ３１０ではＣ患者が検査中を示しており、検査経過の同期がと
れていないことを表している。
【０１３３】
　　（指示Ｍ３０１）
　患者データ管理サーバ１５は、サーバ操作者からの患者データ一覧、検査の順番、及び
、検査経過の表示指示を受け、まず、検査経過を最新の状態に更新するために、超音波診
断装置１に検査経過の通知依頼を行う。
【０１３４】
　　（指示Ｍ３０２）
　超音波診断装置１は、患者データ管理サーバ１５からの検査経過の通知依頼に従い、患
者データ一覧記憶部９１に記憶されている一覧Ｔ３１０の検査経過を、患者データ管理サ
ーバ１５に通知する。
【０１３５】
　患者データ管理サーバ１５は、超音波診断装置１からの検査経過の通知内容、つまり一
覧Ｔ３１０の検査経過と同様に、患者データ管理サーバ１５で管理している患者データの
一覧Ｔ３００の検査経過を更新する。このとき、超音波診断装置１の検査経過（図１４、
Ｔ３１０）ではＣ患者が検査中となっているため、一覧Ｔ３０１に示すとおり、Ｂ患者の
検査経過を検査済に、Ｃ患者の検査経過を検査中に更新し、超音波診断装置１の検査経過
と同期をとる。
【０１３６】
　　（指示Ｍ３０３）
　検査経過の同期が完了すると、患者データ管理サーバ１５は、（一覧Ｔ３０１に示すと
おりに）更新した患者データ一覧、検査の順番、及び、検査経過を現在の状態として画面
（図示しない）に表示し、サーバ操作者に提示する。
【０１３７】
　　（指示Ｍ３０４）
　サーバ操作者は、患者データ管理サーバ１５が表示した情報をもとに、急患患者の情報
を入力し、順番を調整したうえで患者データ一覧の更新を指示する。
【０１３８】
　　（指示Ｍ３０５）
　患者データ管理サーバ１５は、サーバ操作者からの入力情報から急患患者の患者データ
を作成し追加することで患者データ一覧を更新する。図６のように患者データを検査の順
番に並べることで患者データ一覧に検査の順番を示す情報を含めている場合は、この時点
で患者データをサーバ操作者が入力した新しい検査の順番に並べ替える。本説明では、一
覧Ｔ３０２に示すとおり、Ｅ急患患者及びＦ急患患者の患者データを作成し、Ｃ患者の検
査の次に登録している。患者データ一覧の更新が完了すると、患者データ管理サーバ１５
は、更新結果を画面（図示しない）に表示し、サーバ操作者に提示する。
【０１３９】
　　（指示Ｍ３０６、指示Ｍ３０７）
　患者データ管理サーバ１５は、サーバ操作者から入力された通知情報を、サーバ操作者
からの配信指示に従い超音波診断装置１に配信し、超音波診断装置１に該通知情報を報知
させる。本動作については、図２におけるステップＳ２１２及びステップＳ２１３の動作
の説明で既に記載しているため、詳細な説明は省略する。
【０１４０】
　　（指示Ｍ３０８）
　患者データ管理サーバ１５は、サーバ操作者からの患者データ一覧の配信指示に従い、
更新した患者データ一覧及び検査の順番（図１４、一覧Ｔ３０３に相当）を、超音波診断
装置１に配信する。
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【０１４１】
　　（指示Ｍ３０９）
　超音波診断装置１の患者データ管理部９は、患者データ一覧記憶部９１に対し、患者デ
ータ一覧記憶部９１に記憶されている患者データ一覧及び検査の順番（図１４、一覧Ｔ３
１０に相当）を、患者データ管理サーバ１５から配信された患者データ一覧及び検査の順
番（図１４、一覧Ｔ３１１に相当）に更新させる。これにより、患者データ一覧記憶部９
１の管理する患者データ一覧及び検査順番に、追加した急患患者の患者データ（Ｅ急患患
者及びＦ急患患者）が検査の対象として追加される。
【０１４２】
　　（ステップＳ２１６）
　ここで、図２及び図１２を参照し、以降の処理を説明する。超音波診断装置１の患者デ
ータ管理部９は、患者データ一覧及び検査の順番の更新が完了すると、次に超音波検査部
２の起動状態を確認し、超音波検査部２が起動中か停止中かにより、以降の処理の内容を
切替える。超音波検査部２が停止中、及び、起動中のそれぞれの動作について以降で説明
する。
【０１４３】
（超音波診断装置：超音波検査部が停止中の動作）
　　（ステップＳ２１７）
　超音波検査部２が停止中の場合（図１２、ステップＳ２１７、Ｎｏ）は、患者データ記
憶部４に記憶された次の検査対象の患者データを直ちに更新する。
【０１４４】
　　（ステップＳ１１５）
　患者データ管理部９は、超音波検査部２が停止中に患者データ一覧及び検査の順番が更
新されると（図２、Ａ）、更新した該患者データ一覧及び検査の順番を基に、次の検査対
象の患者データを特定し直し、患者データ記憶部４に記憶された次の検査対象の患者デー
タを更新する。これにより、次の検査対象の患者が、新しく更新された検査順番に従い設
定し直される。
【０１４５】
　　（ステップＳ１５１）
　患者データ記憶部４に記憶された次の患者データが更新されると、超音波診断装置１は
再び検査開始操作待ちの状態となる。
【０１４６】
（超音波診断装置：超音波検査部が起動中の動作）
　　（ステップＳ２１７）
　超音波検査部２が起動中の場合（図１２、ステップＳ２１７、Ｙｅｓ）には、患者デー
タ記憶部４に記憶された次の検査対象の患者データは、患者データ一覧及び検査の順番の
更新のタイミングでは更新されず、超音波検査停止時に実行される処理の延長で更新され
る。
【０１４７】
　　（ステップＳ１１７）
　患者データ管理部９は、超音波検査部２が起動中に患者データ一覧及び検査の順番が更
新されると（図２、Ｂ）、超音波検査部２の停止を待つ。超音波検査部２が停止すると、
患者データ管理部９は、検査データ生成手段５から検査中だった患者の検査結果を取得し
患者データ一覧記憶部９１に記憶する。
【０１４８】
　　（ステップＳ１１８）
　次に患者データ管理部９は、患者データ一覧記憶部９１に検査が完了した患者データの
検査経過を検査済に更新させるとともに、入出力インタフェース１１を介しネットワーク
を経由して、患者データ管理サーバ１５に検査経過を更新させる。
【０１４９】
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　　（ステップＳ１１９）
　検査経過の更新が完了すると、患者データ管理部９は検査対象管理部９２に検査経過の
確認を指示する。このとき、検査対象管理部９２は、検査経過確認の指示を受け、急患に
伴い更新された患者データ一覧記憶部９１内の患者データ一覧を確認し、次の検査対象が
存在するかを確認する。
【０１５０】
　　（ステップＳ１１５）
　患者データ管理部９は、急患に伴い更新された患者データ一覧及び検査の順番を基に、
次の検査対象の患者データを特定し直し、患者データ記憶部４に記憶された次の検査対象
の患者データを更新する。これにより、次の検査対象の患者が、新しく更新された検査順
番に従い設定し直される。
【０１５１】
　以上の動作により、超音波診断装置１の患者データ一覧記憶部９１に記憶された、患者
データ一覧及び検査の順番が、患者データ管理サーバ１５で更新された内容に従い更新さ
れ、超音波診断装置１の操作者は急患に伴う患者データの更新作業を行わずに、更新され
た検査の順番に従い、速やかに検査が開始可能となる。
【符号の説明】
【０１５２】
　１　超音波診断装置　　２　超音波検査部　　３　画像データ記憶部
　４　患者データ記憶部　　５　検査データ生成部　　６　表示制御部
　７　ユーザインタフェース　　８　制御部　　９　患者データ管理部
　１０　検知部　　１１　入出力インタフェース　　１２　報知指示手段
　１５　患者データ管理サーバ
　２１　プローブ　　２２　送受信部　２３　信号処理部　　２４　画像生成部
　７１　表示部　　７２　操作部　　９１　患者データ一覧記憶部
　９２　検査対象管理部　　９３　仮識別情報生成手段
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